
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筒状構成要素（１）を受入れ用ピース（２）に連結する管継手において、筒状構成要素
（１）を受け入れるための凹所（８）を有する取付け用ボデー（３）、第１のネジ（７ａ
） を有する締付け用ナット（６ａ）を備え、取付け用ボデーは締
付け用ナットの第１のネジに対応する第１のネジ（４）を有しており、更に締付け用ナッ
トと取付け用ボデーとの間にカッティングリング（９）を備え、締付け用ナットが締めら
れたとき、カッティングリングが凹所のクサビ状壁部分（１０）と筒状構成要素との間で
押されるように配列されて

【請求項２】
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及び第２のネジ（７ｂ）

おり、更に締付け用ナット（６ａ）の第２のネジ（７ｂ）に相
当する巻き方向とピッチでかつ締付け用ナット（６ａ）の第１のネジ（７ａ）の巻き方向
に相当する巻き方向のネジ（７ｃ）を有する補助ナット（６ｂ）を備えた前記管継手であ
って、補助ナット（６ｂ）のネジ（７ｃ）のピッチが締付け用ナット（６ａ）の第１のネ
ジ（７ａ）のピッチより小さく、更に締付け用ナット（６ａ）は、これを締めたときにカ
ッティングリング（９）と接触しないように設計されていることを特徴とする管継手。

筒状構成要素（１）を受入れ用ピース（２）に連結する管継手において、筒状構成要素
（１）を受け入れるための凹所（８）を有する取付け用ボデー（３）、第１のネジ（７ａ
）及び第２のネジ（７ｂ）を有する締付け用ナット（６ａ）を備え、取付け用ボデーは締
付け用ナットの第１のネジに対応する第１のネジ（４）を有しており、更に締付け用ナッ
トと取付け用ボデーとの間にカッティングリング（９）を備え、締付け用ナットが締めら



【請求項３】
　補助ナット（６ｂ）のネジ（７ｃ）のピッチが、締付け用ナット（６ａ）の第１のネジ
（７ａ）のピッチの２０ないし８０％であることを特徴とする請求項１に請求された管継
手。
【請求項４】
　補助ナット（６ｂ）のネジ（７ｃ）のピッチが、締付け用ナット（６ａ）の第１のネジ
（７ａ）のピッチの２０ないし６０％であることを特徴とする請求項 に請求され
た管継手。
【請求項５】
　カッティングリング（９）は、締付け用ナット（６ａ）が締められたとき補助ナット（
６ｂ）及び取付け用ボデー（３）に対して押されるように配列されることを特徴とする請
求項 に請求された管継手。
【請求項６】
　締付け用ナットの内周上に締付け用ナット（６ａ）の第２のネジ（７ｂ）が設けられ、
このため、補助ナット（６ｂ）のネジが雄ネジ（７ｃ）であることを特徴とする請求項

に請求された管継手。
【請求項７】
　締付け用ナット（６ａ）の第１のネジが雌ネジ（７ａ）であり、このため、取付け用ボ
デー（３）の第１のネジが雄ネジ（４）であることを特徴とする請求項 に請求さ
れた管継手。
【請求項８】
　補助ナット（６ｂ）のネジ（７ｃ）の直径が、締付け用ナット（６ａ）の第１のネジ（
７ａ）の直径より小さいことを特徴とする請求項 に請求された管継手。
【請求項９】
　補助ナット（６ｂ）の外周が、締付け用ナット（６ａ）の外周より寸法が小さいことを
特徴とする請求項 に請求された管継手。
【請求項１０】
　取付け用ボデー（３）が、締付け用ナット（６ａ）の外周より寸法が小さいナット状の
外周を備えることを特徴とする請求項 に請求された管継手。
【請求項１１】
　補助ナット（６ｂ）の内周が、取付け用ボデー（３）の凹所（８）の直径に等しいこと
を特徴とする請求項 に請求された管継手。
【請求項１２】
　補助ナット（６ｂ）が、一方の端部に円錐状部分（１０ｂ）を備え、その内径が前記端
部に向かって増加することを特徴とする請求項 に請求された管継手。
【請求項１３】
　取付け用ボデー（３）が、凹所（８）と反対の端部に、受入れ用ピース（２）に連結す
べきネジ（５）を備えることを特徴とする請求項 に請求された管継手。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［発明の背景］
本発明は、筒状構成要素を受入れ用ピースに連結するための管継手であって、筒状構成要
素を受け入れるための凹所を有する取付け用ボデー、第１のネジを有する締付け用ナット
を備え、取付け用ボデーは締付け用ナットの第１のネジに対応する第１のネジを有してお

10

20

30

40

50

(2) JP 3978133 B2 2007.9.19

れたとき、カッティングリングが凹所のクサビ状壁部分（１０）と筒状構成要素との間で
押されるように配列されており、更に締付け用ナット（６ａ）の第２のネジ（７ｂ）に相
当する巻き方向とピッチでかつ締付け用ナット（６ａ）の第１のネジ（７ａ）の巻き方向
に相当する巻き方向のネジ（７ｃ）を有する補助ナット（６ｂ）を備えた前記管継手であ
って、補助ナット（６ｂ）のネジ（７ｃ）のピッチが、締付け用ナット（６ａ）の第１の
ネジ（７ａ）のピッチの２０ないし８０％であることを特徴とする管継手。

２又は３

１又は２

１
又は２

１又は２

７

１又は２

１又は２

１又は２

１１

１又は２



り、更に締付け用ナットと取付け用ボデーとの間にカッティングリング（ｃｕｔｔｉｎｇ
　ｒｉｎｇ）を備え、締付け用ナットが締められたとき、カッティングリングが、凹所の
クサビ状の壁部分と筒状構成要素との間で押されるように配列されている管継手に関する
。継手の気密は、金属の「カッティングリング」により達成される封鎖に基づく。本文に
おいては、用語「受入れ用ピース」は、管継手の種々の適用例において使用される適宜の
取付点を呼ぶ。例えば、受入れ用ピースは、容器又は受容器の壁、ポンプ、筒状構成要素
のネジ等々とすることができる。
【０００２】
ＤＩＮ規格２３５３から、気密がゴム材料製のシールの使用に基づかず金属のカッティン
グリングにより提供される封鎖に基づく継手が知られる。締付け用ナットが取付け用ボデ
ーに向かうように回されたとき、カッティングリングは、クサビ状空間内で第１の筒状構
成要素に向かってその外面内に押しそしてこれに対して適合し、更に同時に締付け用ナッ
トの内面及び取付け用ボデーに向かって適合する。ナットが回され更に押されると、カッ
ティングリングが管内に密に食い込み、継手をより強力にする。ＤＩＮ規格は、管直径４
ないし４２ｍｍに対する取付けを定める。取付け用ボデーの第１の端部におけるネジ、即
ち第１のネジのピッチは、管が大きくなるとピッチが大きくなるような状態で管の寸法に
応じて１から２ｍｍである。
【０００３】
上述の封鎖を提供するためには、締付け用ナットを十分な力で回さねばならない。大きい
継手の締付け用ナットは、小さい継手の締付け用ナットより大きいトルクで回さねばなら
ない。
【０００４】
上述の公知の継手に伴う問題は、大直径の管が関連するとき、締付け用ナットにより要求
されるトルクが特に大きくなり得ることである。この問題は、大きい工具のための空間が
ない限られた空間内に継手が置かれた場合に特に顕著となる。代わりに、小さい工具を使
用しなければならいときは、十分なトルク及び確実な連結を達成するために、限られた空
間内において大きい力で工具を回さねばならない。締付け用ナット／取付け用ボデー組合
せにおいて小さいピッチを使用することにより、要求されるトルクは小さくなるであろう
が、第１に、取付け用ボデーは比較的大きいピッチを有して標準化されるため、及び、第
２に、小さいピッチは大きいピッチよりも製造が技術的により困難であるため、この種の
取付け方法は利用できない。更に、ピッチが細かくてかつ長いネジは、取付けに時間がか
かることがかなり考慮すべき事実である。
【０００５】
［発明の簡単な説明］
本発明の目的は、小型の工具によりかつ制限された空間内においても、標準の取付け用ボ
デーの使用を許しつつ容易に漏洩なくかつ強力に締め付け得る継手を提供することである
。
【０００６】
これは、補助ナットが、締付け用ナットの第１のネジの巻き方向に相当する巻き方向を有
しかつ締付け用ナットの第１のネジのピッチより小さいピッチを有するネジを備え、締付
け用ナットが、補助ナットの巻き方向とピッチとに相当する巻き方向とピッチとを有する
第２のネジを備えていることを特徴とする本発明による管継手により達成される。カッテ
ィングリングは、締付け用ナットが締められたとき補助ナット及び取付け用ボデーに対し
て押されるように配列される。これにより、カッティングリング上に意図されたように力
が作用することが保証される。
【０００７】
本発明による補助ナットは、締付け用ナットのネジの進行比を変えることができる。即ち
、取付け用ボデーのピッチをｐとし、補助ナットのピッチをｐ２とすると、締付け用ナッ
トの回転中は補助ナットが回転せず定位置に保持されるという条件で、締付け用ナットが
ｎ回転されると、カッティングリングは距離Ｓ１＝ｎ×ｐだけ押し又は移動するのではな
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く、距離Ｓ２＝ｎ×ｐ－ｎ×ｐ２だけ押し／移動する。もし補助ナットのピッチｐ２が取
付け用ボデーのピッチｐより密であれば、（ネジのピッチが比較的粗いため）製造の容易
な継手が得られ、これにおいては、締付け用ナットがｎ回転された場合でも、カッティン
グリングは、より短い距離しか押されず／動かされない。締付け用ナットに作用している
小さい力によりカッティングリングに大きい力が伝達される。
【０００８】
締付け用ナットの第１のネジが雌ネジであるときは、取付け用ボデーの第１のネジは雄ネ
ジであり、更に取付け用ボデーは、これをＤＩＮ規格のボデーとすることができる。加え
て、締付け用ナットの第２のネジ（ｌ）が締付け用ナットの内周に設けられたならば、締
付け用ナットのネジは仕上げられた継手内にあり、外部の衝撃があった場合もこれによく
耐えるであろう。補助ナットのネジの直径（ｌ）は、締付け用ナットの第１のネジ（ｆ）
の直径より小さいことが有利であり、これにより補助ナットが締付け用ナットの第１のネ
ジの内側の空間内で内側に深く入る空間があり、従って継手は、そのサイズに対しては小
型、タイトになり、かつ継手調整のための許容差は大きくなる。
【０００９】
補助ナットのネジのピッチは、締付け用ナットの第１のネジ（ｆ）のピッチの２０ないし
８０％であることが好ましく、より好ましくは２０ないし６０％である。
【００１０】
補助ナットの外周は、締付け用ナットの外周より小さいことが好ましく、これによりナッ
トの表面に工具を適用することが非常に容易であり、更に継手を締めることを著しく容易
にし、なお必要な場合、対応してこれを開けることを容易にする。
【００１１】
取付け用ボデーは、締付け用ナットの外周より寸法が小さいナット状の外周を備えること
が好ましい。従って、取付け用ボデーは標準寸法のものであるものが、好ましい。
【００１２】
補助ナットの内径は、取付け用ボデーの凹所の直径に相当することが好ましく、更に、補
助ナットの内面は、前記筒状構成要素の外面に適合し、筒状構成要素を半径方向で支持す
る。
【００１３】
補助ナットの一方の端部は円錐状部分を備え、その内径は前記端部に向かって大きくなる
ことが好ましい。このため、円錐状部分は、カッティングリング上に作用する力を、補助
ナットが回されたときに筒状構成要素の表面上にカッティングリングが効果的に押し付け
られるように向ける。
【００１４】
本発明による管継手の好ましい実施例が、請求項２から１２に定められる。
【００１５】
本発明による管継手の主要な長所は、小さなトルクの使用により液漏れなくかつ容易に強
力かつ迅速に締め付け得ることであり、これにより、必要ならば小さい表面に適した小さ
い工具を使うことができる。上の利点は、直径が例えば３０から８０ｍｍの大きい管が使
用されるときに最も明らかである。この管継手は製作が容易であり、かつ標準の取付け用
ボデーの使用を許し、これはいうまでもなく長所である。
【００１６】
［詳細な説明］
本発明は、付属図面を参照し、好ましい一実施例の手段により、以下、より詳細に説明さ
れるであろう。
【００１７】
図１は、受入れ用ピース２’、例えば容器２ａ’の壁、ポンプ（図示せず）又は筒状構成
要素（図示せず）に、管１’又は筒状構成要素を連結するための公知の管継手を示す。こ
の管継手は、取付け用ボデー３’を備え、その第１の端部には第１の雄ネジ (external th
read)４’があり、更に反対側の端部には第２の雄ネジ５’がある。第１のネジ４は、締
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付け用ナット６’の対応雌ネジ７’に受け入れられる。番号８’は、管２１の端部１２’
を受け入れるための取付け用ボデーの凹所を示す。番号９’はカッティングリングを示し
、これは、一部分が円錐状、即ちクサビ状の壁部分１０’内に位置決めされ更に一部分が
締付け用ナット６’の円錐状部分１１’内に位置決めされる。図から分かるように、壁部
分１０’は、凹所８’に隣接し、従って、事実上、凹所８’を部分的に定める。締付け用
ナット６’が回されると、カッティングリング９’が管１’の表面に押し付けられて封鎖
を提供する。締付け用ナット６’を更に回すと、カッティングリングが管の表面内により
密に食い込み、継手はより強くなるであろう。管１’は、例えば直径が４２ｍｍで、取付
け用ボデーのネジ７’のピッチは２ｍｍである。そこで、締付け用ナット６’が１回転だ
け回されると、締付け用ナットは右に２ｍｍ移動する。雄ネジ５’は、受入れ用ピース２
’に取り付けるためのものである。
【００１８】
図２は、本発明による管継手を示す。図３は確立した継手に締め上げられたときの図２の
継手を示す。
【００１９】
管継手の取付け用部分６は図１の取付け用部分６’に対応し、かつＤＩＮ規格２３５３に
従っている。図の管継手は図１のものとは異なり、単一の締付け用ナットの代わりに、こ
の継手は２個のナット、即ち締付け用ナット６ａ及びいわゆる補助ナット６ｂを備える。
締付け用ナット６ａは第１のネジ７ａを備え、これのピッチは取付け用ボデーのネジ４の
ピッチに相当する。締付け用ナット６ａは第２の雌ネジ７ｂを備え、補助ナット６ｂは対
応した雄ネジ７ｃを備える。雌ネジ７ｂの回転方向は第１の第１のネジ７ａのそれに相当
するが、ピッチはより小さい。第１のネジ７ａのピッチは２ｍｍであり、雌ネジ７ｂのピ
ッチは１ｍｍである。これらの値は単なる例であることはいうまでもない。より一般的に
は、ネジ７ｂのピッチはネジ７ａのピッチの２０から８０％であり、実際的な応用の大部
分は２０から６０％の範囲であるということができる。もしネジ７ｂのピッチが著しく小
さいならば、ネジの製造が困難となるであろう。
【００２０】
図２の管１は、締付け用ナット６ａ、補助ナット６ｂ及びカッティングリング９が管の端
部の周りに取り付けられ、次いで管の端部が取付け用ボデーの凹所８内に挿入されるよう
にして取付け用ボデー３に封鎖することができる。その後、カッティングリング９が壁部
分１０及び補助ナットの端部の円錐状部分１０ｂに対して適合するように締付け用ナット
６ａが回される。その後、締付け用ナット６ａの締付けが続けられ、この際、補助ナット
６ｂは、取付け用ボデーに関して回転しないように定位置に保持される。そこで、例えば
、締付け用ナット６ａが２回転されると、これは２×２＝４ｍｍ右に動く。しかし、補助
ナット６ｂは同時に締付け用ナット６ａに関して２×１＝２ｍｍ左に動き、これにより補
助ナット６ｂはカッティングリングを軸方向で４－２＝２ｍｍ右に押す。このため、締付
け用ナット６ａを回すに要する力は、図１の最後に述べたカッティングリングを右に２ｍ
ｍ動かすために１回転だけ回すことが必要な方法と比べて小さく留まる。
【００２１】
図３は、カッティングリング９が管１の表面に切り込まれた漏洩なしの強力な継手を示す
。
【００２２】
補助ナット６ｂの内径は管１の外形に相当するので、補助ナットは管を半径方向で支持す
る。
【００２３】
締付け用ナット６ａの第１のネジ７ａの直径は、第２のネジ７ｂのそれより大きく、これ
により、補助ナット６ｂの端部をネジ７ａの内側に差し込むことができる。従って、調節
／締付けに対する大きい許容差を有する小型の管継手が達成される。補助ナット６ｂの外
径は締付け用ナット６ａの外周より小さく、従ってナットに工具を容易に適用させること
ができる。
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【００２４】
図４は、本発明による継手の斜視 (axonometric)図を示す。
【００２５】
以上においては、本発明は、一つの好ましい実施例の手段により説明されただけであり、
従って本発明の詳細は、付属図面の範囲内で種々の方法で実行することができる。そこで
、例えば、締付け用ナットは、少なくも原理的には雌ネジの代わりに雄ネジを備えること
ができ、結果として補助ナットは対応して雌ネジを備えるであろう。しかし、この方法は
、取付け用の大きな雄ネジを外部の衝撃に暴露させるであろう。工具の適用もまた、より
困難となるであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】　従来技術の管継手を示す。
【図２から４】　本発明による管継手を示す。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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